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副 産 物 は ホ ー ル
ミールまたは 乾 燥
ミールとしてペット
フードに添加され、
高品質で消化性の
高いタンパク質、ビ
タミン、 ミネラル、
健康的な脂質の供
給源となります。
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副産物は栄養価の高い原材料ですが、ペット
オーナーは副産物を含むペットフードを低品
質であると考えているかもしれません。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要 副産物とは？

米国規制当局は副産物の特徴を、動物の筋肉以外のすべ
ての可食部としています。米国飼料検査官協会（AAFCO）
および欧州ペットフード工業会連合（FEDIAF）は、皮革、
角、歯、蹄、爪、嘴、腸内容物および家きんの羽毛を副
産物に含めてはならないとしています1,2。しかし、家きん
の羽毛はAAFCOの基準に従って、加水分解フェザーミー
ルまたは加水分解家きんタンパク質と呼ばれる消化性タ
ンパク質に加工することができます1。
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副産物は易消化性で良質のタンパク質3および他の栄養素
を供給し、高品質のペットフードに貢献しています。

副産物は筋肉（マッスルミート）と比べてより重要な栄養素
を供給することが多いとされています4。例えば腎臓や肝臓
は赤身肉と比べてリボフラビン（ビタミンB2）の含量が5〜10
倍以上で、その他のビタミンB群やビタミンA、ビタミンC、
必須ミネラルも豊富に含みます。内臓肉の多くは、マッス
ルミートと比べて健康的な脂質（オメガ-3脂肪酸など）もよ
り多く含有しています5。

赤身肉と鶏、牛、豚、羊の腎臓・肝臓由来副産物に 
おけるリボフラビン（ビタミンB2）含量の比較5

*鶏、牛、豚またはラム リボフラビン（mg/100 g）
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副産物ミール由来のタンパク質は畜産動物や家きんの新鮮
な肉と同様に消化性に優れていますが3、すべての副産物
ミールが同等の品質ではありません6,7。製造の過程で消化
性やタンパク質の質に影響を与えたり、高温処理によって
消化性が損なわれたりすることがあります6,8,9。このため、
高品質なペットフードを製造するためには、厳しい品質管
理基準を満たしているサプライヤーから入手した副産物や
ミールを使用することが重要です。

オオカミや他の野生動物は獲物を捕らえて食べます。その
際、プライムリブや胸肉だけを食べるのではなく、捕らえ
た動物のほぼ全ての部位を食べます。オオカミが獲物を捕
らえるとき、一般的に最初に食べるのは腹部臓器すなわち

「副産物」です10。その後、残りの部分を食べ、食べ残す部
分はほとんどありません。

世界的に、「ヒューマングレード」という言葉に単一の意味
はありません。例えば、FEDIAFの規則では、（同じ原材料
を）人間用の食品に用いた場合には「ヒューマングレード」と
定義されるものであっても、飼料用動物性タンパク質（肉、
乳、卵、蹄など）はすべて「動物副産物」という用語で規定し
ています2。このような矛盾は誤解を招くおそれがあります。

副産物は栄養価が高いだけでなく、ペットフードに利用す
ることで環境面でも有益です11。畜産動物のマッスルミート
が体重に占める割合はわずか32％〜48％で、残りは副産
物です5。これらを廃棄
するには環境に負担が
かかります。このため、
人間やペット、 生産動
物による消費または工
業用として、 副産物を
最良かつ最適な方法で
利用することが持続可
能性の面で重要となり
ます。

畜産動物のマッスル
ミートが体重に占める

割合はわずか

32%〜48%

副産物は畜産動物や家きんの肉よりも低
品質ですか？

野生の犬や猫は副産物を食べますか？

なぜペットフードをヒューマングレードの
原材料で製造しないのですか？
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